
内丸－１ 

平成２９年度内丸緑地管理業務報告書 

 

第１ 事業の実施状況 

（１）管理の目標値の達成状況 

 

管理の基本方針として 

（１）利用者に満足していただける管理 

（ゴミが落ちていないクリーンな公園等） 

（２）組織の能力を発揮した管理 

（盛岡城跡公園と一体として利用できる公園等） 

 （３）地域との連携を図った管理 

    （ボランティア活動との連携、地域のイベント開催への支援等） 

 （４）組織内および関係者との情報共有・コミュニケーションを図った管理 

    （毎月の企画会議の開催による情報共有等） 

 

この基本方針にもとづき、コンテナガーデン（ボランティア組織・園芸クラブみどりが

設置・維持管理）を９基設置するとともに、プランター２４個を設置して利用者の皆さん

に癒しの空間を提供した。 

 ゴミのない清潔な公園とするため、ボランティア活動の協力もいただき、ほぼ毎日清掃

を行った。利用者からは、きれいな公園と評価されている。 

 また、内丸緑地を活用したイベントについて、緑の相談室は平成 30年 2月 8日（木）

～10 日（土）内丸緑地内にスノーキャンドルを設置し、「もりおか雪あかり 2018」を盛

り上げるとともに、公園利用者の目を楽しませることとする。 

 

 

（２）管理の実施状況 

管理状況全般 

  

植栽管理については、樹木管理並びに生垣管理等計画的に行

い、初期の目的を達成した。 

 なお、清掃業務については、「清掃業務基準明細書」に記載の

週３回の回数を超えて、ほぼ毎日、ゴミ拾い、灰皿清掃を実施し

た。また、清掃業務を行うに当って、バス停の歩道の「ゴミ拾い・

落葉清掃」並びに桜山神社入口の「市道の清掃」も併せて実施し

た。 

 なお、盛岡市福祉事務所からのボランティアの方々に、定期的

（月・水）に清掃活動・除雪を行っていただいた。 

ボランティアの多い時は約 20人で、午前約 2時間実施してい
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る。 

 県では、平成２９年度８月～１０月にかけて、業者に発注し県

庁前緑地のカラー舗装工事を実施した。併せて、公会堂前緑地の

ベンチ２基の背もたれを交換補修した。 

問題点・課題 

 

ア コンテナガーデンの花の盗掘について 

平成 24年度は頻繁な発生（約 90本）に鑑み、維持管理

している園芸クラブみどりと協議のうえ、年度途中でコンテ

ナガーデンを中止した。 

平成 25年度以降、花の盗掘は大幅に減少している。 

イ 吸い殻入れの設置について 

   公園利用者の声により、平成 24年 8月吸殻入れを 5基か    

  2基に減じ、設置位置も「すみ」（端の方）にした。 

利用状況は、現在 2基とも利用されている。 

喫煙対策について、どのようにしていくか今後とも検討し

ていくこととする。 

ウ ヒマヤラシーダーの管理について 

・ 「倒木の危険はないか。」及び「枯枝の落下はないか。」に

注意を払っている。 

・  一年を通し落葉があり、清掃に苦慮している。 

・ 県では、平成 27 年度専門業者に委託し、ヒマラヤシーダ

ーの樹勢診断調査を実施した。 

エ カツラマルカイガラムシについて 

   平成２９年度内丸緑地において、シラカバ 5本にカツラマ

ルカイガラムシの被害が発生し、枝の先端が枯れた。 

オ 施設の老朽化 

・ 県庁前緑地の裏側の石積が崩落している。 

カ カラスについて 

   平成 26 年 5 月～6 月頃、カラスが、内丸緑地のヒマラヤ

シーダ―を夜営場所にしたことから、糞が落下しベンチ・緑

地内を汚し、対応に苦慮した。 

   現在は、このようなことは少ないが、再来が危惧される。 

 

問題点・課題への 

対応 

 

ア コンテナガーデンの花の盗掘について 

   現在はほとんど発生していないが、今後とも注視していく

こととする。 
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イ 吸い殻入れの設置について 

利用者の声を聞きながら、検討していく。 

ウ ヒマヤラシーダーの管理について 

  ヒマラヤシーダーの今後の在り方については、「公園利用

者の視点」「管理上の視点」「景観上の視点」および「安全

性の視点」から総合的に検討していく必要がある。 

 県が発注し、平成 28 年 9 月から 11 までヒマラヤシーダ

ーの剪定をした。実施後は、だいぶ明るくなった 

 また、県では、平成 28年 12月 22日、内丸緑地管理検討

委員会第１回委員会を開催し、ヒマラヤシーダーの今後の

あり方について検討を始めた。 

   その後県では、41 本皆伐する方針で、平成 29 年 4 月 21

日～5 月 22 日までパブリックコメントを実施した。その結

果、強い反対意見はなかったことから、第 3回委員会（平成

29年 7月 28日開催）でヒマラヤシーダーを皆伐することと

した。 

エ カツラマルカイガラムシについて 

   平成２９年、シラカバ５本にカツラマルカイガラムシの被

害が発生し、枝の先端が枯れたことから、６月高所作業車を

使い枯枝を除去した。 

   その後、県では９月、カツラマルカイガラムシ防除対策と

してシラカバ、ユリノキ等広葉樹に樹幹注入を実施した。 

   今後、カツラマルカイガラムシの被害が拡大しないかどう

か注視していくこととする。 

エ 施設の老朽化 

   石積の崩落については、施設の所管を明らかにしたうえ

で、補修が必要である。 

オ カラスの夜営について 

   再来が危惧されることから、注視していく。 

 

 

（３）委託の実施状況 

業務名 業務内容 受託者名 契約額 

委託業務なし    
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第２ 経理の状況に関する事項 

 （１）決算の状況 

   ア 収入の部                      単位：円 

項目 予算額 収入済額 差引 内訳 

指定管理料 

雑収入 

 

 

1,410,000 

0 

 

1,410,000 

0 

 

0 

0 

 

 

 

   計 1,410,000 1,410,000 0  

 

   イ 支出の部                      単位：円 

 

 （２）修繕費の状況 

修繕箇所 修繕内容 修繕額 

  なし       円 

計  

 

 （３）備品の購入状況 

購入備品名 使用目的 購入額 

  なし       円 

計  

（注）指定管理料で購入した備品について記載すること（消費税を含む。） 

項目 予算額 支出済額 差引 内訳 

一般管理費 

賃 金 

需用費 

    花苗代等 

   光熱水費 

役務費 

 保険 

工事費 

 植栽管理 

 

その他諸経費 

 

541,000 

240,000 

299,000 

228,000 

71,000 

2,000 

2,000 

600,000 

600,000 

 

269,000 

 

541,000 

240,000 

299,000 

228,000 

71,000 

2,000 

2,000 

600,000 

600,000 

 

269,000 

 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

 

0 

 

 

清掃費等 

 

コンテナガーデン花代等 

電気、水道料 

 

保険料 

 

植栽維持管理料 

 

事務局費等 

計 1,410,000 1,410,000 0  



内丸－２
（別紙１）

（内訳）

　 休館日 なし

利用料金 なし

指定管理者名 特定非営利活動法人緑の相談室

３　指定管理者が行う業務等

組織図

指定期間 平成27年４月１日～平成30年３月３１日（３年間）

電話　019-681-0722　　fax　019-907-3521

清掃（事務局長補佐）１人×１ｈ×365日＝365ｈ
植栽管理等（会員）
　剪定：８人×８ｈ＝64ｈ
　草刈：４人×８ｈ×４日＝128ｈ
　落葉清掃：４人×８ｈ×７日＝224ｈ

　内丸緑地を適正かつ良好な状態で管理する。業務内容（主なもの）
常勤換算　約　０．４名職員配置、管理体制

連絡先

開館時間

管理運営状況 評価シート【平成29年度】
（評価日平成30年 1月10日）

１　施設の概要

２　指定管理者

施設名 内丸緑地

（電話019-629-5887（直通）、メールアドレス　AG0007@pref.iwate.jp）　

（設置：昭和52年4月1日）
盛岡市内丸地内に官公庁一団地への来訪者が気軽に休息、待ち合わせ等に利用できる施設とすると
ともに官公庁の中心シンボル的緑地として設置。

盛岡市内丸所在地

設置目的
都市公園法、県立都市公園条例

岩手県県土整備部都市計画課

施設概要

設置根拠

施設所管課

敷地面積、建物面積、主な施設、利用定員等
(1)　面積　０．３ｈａ
(2)　園路　カラー透水性舗装、カラー透水性平板
(3)　ベンチ　８基
(4)　水のみ場　1箇所
(5)　照明灯　２基
(6)　植栽　ヒマラヤスギ４１本、ヤマボウシ８本、ナナカマド６本、シラカバ５本、ユリノ
　　キ７本、生垣（ドウダンツツジ）、その他

NPO理事長 

副理事長 事務局長補佐 

会 員 

【植栽管理等】 【清掃】 

監督 

施工 

総監督 

実施 
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　 （単位：人）
前年度
26年度 27年度 28年度 29年度 期間平均

　 0
　 0
　 0
　 0

0 0 0 0 0

（単位：千円）
前年度
26年度 27年度 28年度 29年度 期間平均

利用料金収入 　
県委託料 1,410 1,410 1,410 1,410 1,410

自主事業収入
小計 1,410 1,410 1,410 1,410 1,410

人件費
維持管理費 1,416 1,410 1,410 1,410 1,410

事業費
自主事業費
小計 1,416 1,410 1,410 1,410 1,410

△ 6 0 0 0 0

把握方法 実施主体

受付件数
(2)　利用者からの苦情・要望

第４四半期

日常の維持管理の中での聞き取り等 指定管理者

第１四半期
第２四半期

区　　分
指定管理期間

その他利用者からの積極的な評価等
　地域の皆さんからいつも綺麗で気持ちいいとの声がある。

収入

(1)　利用者意見（満足度等）の把握方法

支出

②
　

収支差額

６　利用者の意見等への対応状況

苦情　0件、要望　0件、その他　0件

③

主な苦情、要望等
①

（利用者数、稼働率等）

備考

年間計（実績）

４　施設の利用状況
指定管理期間

５　収支の状況

備考

第３四半期

対応状況

データなし 

- 2 -



評価
指標

運営業務

項　目 事業計画、県が求める水準

７　業務点検・評価

実績（指定管理者の自己評価）

(1)　業務の履行状況

　４月１日から翌年３月３１日まで通年供用した。

　本年は特に近隣官公庁の皆さんによる昼休み時間
の利用が多かった。このことから、ほぼ毎日の清掃に
努め、より清潔感を高めた。
  さらに、コンテナガーデン9基・プランター24基を設置
して癒しの空間を提供した。

事業の実
施状況

利用者の平等な利用の確保を図るとともに、公園
の設置目的を効果的かつ効率的に達成できるよ
う、指定管理者が提出した指定申請書を基本とし
て作成する管理運営業務計画書に基づき、適正に
管理する。
【協定　第４条】

　施設点検簿の項目に基づき、巡視し、施設の点検を
実施した。毎月「清掃・点検等実施状況報告」を県へ
提出した。

　ほぼ、毎日清掃を行うとともに、施設の点検を実施し
た。

清掃の毎日実施（４月～１１月）
【申請　目標】

【H28重点取組事項】※H28管理運営業務計画書
　コンテナガーデンを設置して利用者に癒しの空
間を提供する。

施設の維
持管理状
況

　9基のコンテナガーデン及び24基のプランターを設
置した。(プランター設置計画は15基）
　日常の維持管理は、緑の相談室の活動に協力いた
だいているボランティア組織「園芸クラブみどり」の皆さ
んが担当した。
　平成24年度はコンテナガーデンの花の盗掘が頻発
(約90本）したが、25年度～29年度は数本の発生にと
どまり、24年度に比し大幅に減少した。

　盛岡城跡公園は毎日４回巡回を実施しており、この
巡回区域に内丸緑地も含めて一体的に管理しており、
来園者の満足度の向上に努めている。

　平成30年2月8日（木）から3日間、緑地にスノーキャ
ンドルを設置し、「もりおか雪あかり2018」を盛り上げる
とともに、緑地利用者の目を楽しませた。

　ほぼ毎日の清掃活動のほか、市福祉事務所からの
ボランティアの方々の協力も得て清掃活動・除雪を
行った。また、気象災害、地震等警報が発令された場
合は、早朝及び災害直後の巡回点検を実施している。

盛岡城跡公園との一体的な利用の増進
【申請　目標】

 イベントの開催

公園の供用期間は、原則として４月１日から３月
31日までとする。
【仕様　第6】

公園施設を、適正かつ良好な状態で管理する。
【仕様　第7】

供用期間中適宜緑地を巡視し、施設点検簿により
公園施設等を点検する。
【仕様　第8】
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記録等の
整理・保
管

自主事
業、提案
内容の実
施状況

評価
指標

危機管理
体制（事
故、緊急
時の対
応）

　維持管理に伴う、支出関係の書類を保存している。
　施設点検、管理作業、利用状況等に関しては、「公
園施設点検簿（内丸緑地管理日誌）」に記載し、「清
掃・点検等実施状況報告」とともに整備している。

施設の維
持管理状
況

　施設の異常が発生した場合は、応急措置を行うことと
している。

　樹木等の植栽管理については、造園管理基準に基
づき適正に管理した。

施設の異常を発見したときは、速やかに使用停止
又は応急措置を行う。
【仕様　第8】

管理業務に係る関係書類を整備する。
【協定　第16】

芝生、樹木等の維持管理のため、植栽管理基準に
準拠して必要な措置を行う。
【仕様　第11】

(2)　運営体制等

　利用者のための維持管理に努め、安全・安心を重点
に管理に努めた。
　自主事業として、平成30年2月8日（木）～10日（土）
に公園にスノーキャンドルを設置し、もりおか雪あかり
を盛り上げるとともに、公園利用者の目を楽しませた。

・成果のあった点

・改善・工夫など検討を要する点

（施設所管課評価）

項　目

公園の設置目的に合致するとともに法令に違反せ
ず、かつ、管理運営業務の実施を妨げない範囲に
おいて、予め県に事業計画書を提出して自主事業
を実施することができる。
【協定　第34】

統一した名札等を定め、業務に従事する者である
ことを明確にする。
【仕様　第4】

実績（指定管理者の自己評価）
職員の配
置体制

事故・事件が発生した場合には、誠意をもって当
事者との交渉に当たるほか、管理上の改善が必要
と認められる事項について速やかに対応する。
【仕様　第13】

　施設の破損等が生じた場合は、県に報告書を提出し
て対応を協議することとしている。なお、緊急を要する
もの（枯れ枝落下・倒木等で利用者に危険を及ぼすも
の）については直ちに処理を行うこととしている。

業務に適した者を適時適切に配置する。
【仕様　第4】

　緑の相談室のユニホームを着用して実施している。

　日常の管理については、事務局長補佐等が毎日巡
視して確認を行っている。植栽管理については、主と
して法人会員（造園会社）が適正に管理している。

事業計画、県が求める水準

管理運営業務に従事している者等は、業務の実施
に関し知りえた情報を漏らし、又は他の目的のた
めに使用してはならない。
【協定　第18条】

　主要な情報については、事務局長が適正に管理し
ている。

コンプラ
イアンス
の取組
み、個人
情報の取
扱い
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評価
指標

運営業務

県の指示に従い、相互に協調して業務を円滑に執
行する。
【仕様　第3】

利用者
サービス

・成果のあった点

　問い合わせや要望をいただいた際の個人情報につ
いては、協定に定められている「個人情報取扱特記事
項」を遵守している。

近隣住民や関係機関等との協力・連携に努めると
ともに、良好な関係を維持する。
【協定　第10】

利用者が安全、安心、癒しを感じる公園の管理を
行なう。
【申請　目標】

　歩道側の生垣の高さを適正に管理すると共に、
コンテナガーデン・プランターを設置して利用者
に癒しの空間を提供した。

・改善・工夫など検討を要する点

事業計画、県が求める水準

県、関係
機関等と
の連携体
制

管理運営業務に係る個人情報の取扱については、
「個人情報取扱特記事項」を遵守する。
【協定　第19条】

・成果のあった点
　

コンプラ
イアンス
の取組
み、個人
情報の取
扱い

(3)　サービスの質

実績（指定管理者の自己評価）

　今年度も、「東大通商業振興会」の一員として
様々な活動に参加して地域の発展に協力してい
る。
（平成29年7月15日（土）開催の「桜山オープン
カフェ・ゆかたde夢灯り2017」に参画するととも
に、支援活動を行った。）

（施設所管課評価）

（施設所管課評価）

皆さんが利用しやすい公園管理を行なう。
【申請　目標】

　吸い殻入れ等をほぼ毎日清掃するなど、清潔感
をアピールした。また、利用者の声により、平成
24年度吸い殻入れの数を減じ2基とし、29年度も2
基で継続している。

永年培ってきた、造園の技術を生かし、地域の発
展、まちづくりに貢献する。
【申請　基本方針】

培ってきた造園技術を活かし、盛岡城跡公園と
の一体的な景観形成に寄与した。

・改善・工夫など検討を要する点

項　目

　県とは相互に情報を交換し、適切な管理に努め
た。
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評価
指標

事業収支

指定管理
者の経営
状況

収入、支出の積算が妥当であり、管理計画との整
合性が図られていること。
【募集要項　審査内容】

　指定管理料の範囲内で管理計画に基づき、維持
管理している。

項　目

　イ　吸殻入れの設置と喫煙対策について
　　　公園利用者の声（「公園に吸殻入れがあることはいかがなものか」）により、平成24年8月吸い殻入れ5基を2基に
　　減じ設置位置も緑地の隅（端）にしたところである。（「お知らせ」掲示済）。
　　　その後も、喫煙者は2基の吸い殻入れを利用しており、平成29年度もこの状態を継続した。今後は利用者の声を
　　聴きながら対応を検討していく。

経営基盤が安定しており、事業計画書に沿った管
理を行う能力を有していること。
【募集要項　審査内容】

(4)　サービス提供の安定性、継続性

事業計画、県が求める水準 実績（指定管理者の自己評価）

・成果のあった点

　特定非営利活動法人緑の相談室の経営は安定し
ている。また、事業計画書に沿った管理を行って
いる。

　ア　コンテナガーデンの花の盗掘について
　　　平成24年度は、頻発な発生（約90本）に鑑み、維持管理している園芸クラブみどりと協議のうえ、年度途中で
　　コンテナガーデンを中止した。
　　　平成25～29年度花の盗掘は数件程度と24年度に比し大幅に減少したことから、開花最終の10月まで設置した。
　　今後も、「園芸クラブみどりの思い」を標板に掲示するとともに、花愛護の気持ちを啓発していきたい。

①　成果があった取組み、積極的に取り組んだ事項

　・ほぼ毎日の清掃活動やコンテナガーデン・プランターの設置等により清潔感があり、癒しを感じる空間を提供できた。

②　現在、苦慮している事項、今後、改善・工夫したい事項、積極的に取り組みたい事項

（施設所管課評価）

　ウ　ヒマヤラシーダについて
　　　「倒木の危険はないか」及び「枯れ枝の落下の危険はないか」に注意を払っている。また、一年を通じて落葉等が
　　あり清掃に苦慮している。県が発注し、平成28年9月から11月まで、ヒマラヤシーダーの剪定を実施した。実施後は、
　　だいぶ明るくすっきりした。また、県では平成28年12月22日、内丸緑地管理検討委員会第1回委員会を開催し、ヒマ
　　ラヤシーダーのあり方について検討を始めた。その後県では、41本皆伐する方針で、平成29年4月21日～5月22日まで
　　パブリックコメントを実施した。結果、強い反対意見はなかったことから、第3回委員会（H29.7.28開催）でヒマラヤ
　　シーダーを皆伐することとした。

８　指定開始年度から評価年度までの総合評価

(1)　指定管理者の自己評価

・改善・工夫など検討を要する点
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② 県の対応状況について（自己評価）

　
　ア　ヒマラヤシーダー皆伐後の緑地の整備について
　　　ヒマラヤシーダー皆伐後の緑地の整備については、学識経験者、利用者等いろいろな方面から意見を聴き、緑地の
　　施設レイアウト、内容等多目的に利用しやすい、良い緑地となるよう再整備することを要望する。

　イ　石垣の崩れについて
　　　県庁前緑地、ヒマラヤシーダーの後ろの石垣が一部崩れてきていることから、石垣の所管（県か市か）を明らかに
　　するとともに、崩れの対策を講じる必要がある。

③　次期指定管理者選定時における検討課題等

　オ　カラスについて
　　　平成26年5～6月にかけて、カラスがヒマラヤシーダーを夜営場所にしたことから、糞が落下しベンチ・園内を汚し
　　対応に苦慮した。平成27年度は大きな被害はないものの、再来が懸念される。

　エ　施設の老朽化について
　　　公会堂前内丸緑地の排水が悪く、大雨の後にはプール状の水たまりができたが、平成28年県発注で舗装工事を実施し、
　　併せて排水口の補修も行ったことから、改善された。県庁前緑地、ヒマラヤシーダーの後ろの石積が一部崩れている。

① 指定管理者の運営状況について

(2)　県による評価等

③　県に対する要望、意見等

　カ　カツラマルカイガラムシ被害について
　　　平成29年度シラカバ5本にカツラマルカイガラムシの被害が発生した。先端枯枝の除去、樹幹注入等対応はしたが、
　　今後、被害拡大が懸念されることから注視していく必要がある。
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（再評価年月日：　　年　　月　　日）

改善状況の確認

（指定管理者から県への報告年月日：　年　月　日）
改善状況

改善を要すると評価された項目（Ｃ、Ｄ評価の項目について）
９　改善状況等
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内丸－３ 

前回委員会における意見等への対応状況 

【内丸緑地】 

委員からの意見 指定管理者の回答 現在の状況 

 ヒマラヤスギの枝の剪定により緑地内が明るくなり、

いろいろなイベントに使われるようになった。ますます

使いやすい、都市公園的な使い方を作っていってもらい

たい。 

  現在の内丸緑地の施設レイアウトは、イベン

ト利用のレイアウトとはなっていない状況に

ある。緑の相談室としても、ヒマラヤシーダー

皆伐後の緑地の整備については、多方面から意

見を聴きイベント開催等多目的に利用できる

緑地となるよう再整備を要望する。 

 灰皿の管理が大変だと思う。タバコについては、利用

する側のマナーを向上させなければならないと考えてい

る。 

 灰皿を設置しているところには、タバコだけで

なく、ペットボトルや缶などの他のゴミも集まっ

ている。 

 吸殻入れの吸い殻は、ほぼ毎日回収・清掃し

ている。マナー向上については、決定的な方法

が見つからないことから苦慮している。他の事

例を参考とし、対応を模索していきたい。 

 緑の相談室のホームページが、桜山商店街のホームペ

ージからリンクされていた。写真が載っていて、商店街

の近くに緑地があることが、ホームページを見るとすぐ

分かるので、互いのＰＲになると思う。 

  今後とも、緑の相談室のホームページを適時

に更新するなど、緑地の PRに努めていくこと

とする。 

 内丸緑地の周辺地域は盛岡市の中心になっており、人

が集う場所として非常に重要である。イベントを開催す

るなど、発信する場所として活用できると良い。 

 イベントでなくても、落ち着く場所であり、歴史的に

も盛岡を代表する場所である。 

  緑の相談室としても、ヒマラヤシーダー皆伐

後の緑地の整備については、多方面から意見を

聴きイベント開催等多目的に利用できる緑地

となるよう再整備を要望する。 

 管理状況を紹介する写真は最新のものを使ってほし

い。状況が年々どのように改善していくのかを委員は見

たいと思っている。 

   管理状況写真は、新しいものを使うこととし

たい。 

 


